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は
じ
め
に

中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
一
ー
三

0
頁

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
新
王
国
時
代
（
前
一
五
七

0
年
頃

S
前
一
〇
七

0
年
頃
）
の
隼
を
あ
し
ら
っ
た
鏡
（
図
l
ー

l

（注
l

）
）
は
商
の
建
国
（
前

―
四

0
0
年
頃
）
よ
り
も
古
い
も
の
だ
が
、
「
太
陽
円
盤
の
形
（
注
2
)
」

と
さ
れ
る
。
太
陽
は
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
の
根
源
に
あ
る
。
西
に
沈

ん
だ
太
陽
は
地
中
を
旅
し
、
東
の
空
か
ら
再
び
昇
る
。
そ
の
こ
と

を
ミ
イ
ラ
と
な
っ
た
死
者
の
復
活
再
生
観
念
と
重
ね
あ
わ
せ
た
。

太
陽
こ
そ
が
復
活
再
生
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
た
時
、

太
陽
の
形
を
し
た
鏡
は
、
た
ん
な
る
意
匠
、
た
ん
な
る
化
粧
道
具

と
は
み
な
せ
な
く
な
る
。

中
国
で
は
最
古
の
斉
家
文
化
（
青
海
省
、
前
二

0
0
0
頃
）
の
鏡

の
文
様
（
図
l
ー

2

冗
3
)
）
が
太
陽
を
象
る
よ
う
に
み
え
る
。
商
周
時
代

は
鏡
の
出
土
例
は
少
な
い
。
そ
の
後
、
戦
国
時
代
か
ら
増
加
し
、

漢
代
に
は
各
種
各
様
の
意
匠
の
も
の
が
作
ら
れ
る
。
当
初
、
鏡
に

銘
文
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
漠
日
光
鑑
」
か
ら
「
見
日
之
光
」

と
い
う
銘
文
が
多
数
現
わ
れ
る
。
「
太
陽
の
光
を
見
れ
ば
」
の
意
味

で
、
鏡
と
太
陽
の
関
連
を
示
す
。
「
輿
天
無
極
、
如
日
之
光
、
長
未

央
正
4
)

」
は
、
太
陽
の
光
の
よ
う
に
長
い
寿
命
を
持
つ
と
い
う
意

味
で
、
沈
ん
だ
太
陽
が
翌
朝
、
ま
た
昇
る
こ
と
の
繰
り
返
し
が
永

遠
に
続
く
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
徐
乃
昌
は
、
「
漠
日
光
鑑
」
の

―
―
八
（
図
l
ー

3(:!i:
5
)
）
に
「
背
中
作
日
形
、
光
茫
四
射
、
園
以
八
角

花
」
と
、
背
面
が
「
日
形
」
つ
ま
り
太
陽
を
象
る
と
い
う
解
説
を

加
え
、
鏡
の
文
様
と
太
陽
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中

国
や
日
本
の
考
古
学
で
は
、
鏡
と
太
陽
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ

と
は
あ
ま
り
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
星
と
結
び
つ
け
ら
れ
こ

鏡
と
太
陽
信
仰

ー
東
ア
ジ
ア
の
鏡
の
図
案
よ
り
ー

大

形

徹

(1) 



新
王
国
時
代
の
鏡
に
つ
い
て
、

述
べ
る
。 "

 ヽ

エ
ジ
プ
ト
の
鏡

と
が
多
い
。
拙
稿
で
は
、
中
国
の
古
代
の
鏡
も
ま
た
太
陽
と
深
く

結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
当
時
の
死
生
観
や
葬
制
と
も
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

中
国
に
は
十
日
神
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
太
陽
が
一

0
あ
る
と
す

る
も
の
だ
が
、
中
国
以
外
に
ま
で
広
げ
る
と
数
は
一

0
と
は
限
ら

な
い
。
ま
た
馬
王
堆
吊
画
に
表
わ
さ
れ
る
も
の
は
、
大
き
な
太
陽

が
一
っ
‘
扶
桑
の
花
か
ら
生
ま
れ
出
る
小
さ
な
太
陽
が
八
つ
あ
る

（図
2
-
1
,

z<:iii 6
)
）
。
花
は
エ
ジ
プ
ト
の
睡
蓮
に
淵
源
を
持
つ
パ
ル
メ

ッ
ト
文
様
（
図
4

ー

15(注
7

）
）
で
あ
り
、
前
五

S
三
世
紀
の
中
央
ア
ジ

ア
の
パ
ジ
リ
ク
(
P
a
z
y
r
y
k
)

に
も
そ
の
文
様
（
図
4
ー

17(
注
8

）
）
が
あ

る
。
鏡
に
は
数
多
く
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
従
来
、

葉
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
四
葉
文
（
図
5
ー

3
)

も
実
は
パ
ル
メ
ッ
ト

系
列
の
花
で
あ
る
。
複
数
の
「
太
陽
」
と
「
花
」
と
い
う
観
念
で

鏡
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
幾
何
学
文
様
と
さ
れ
て
い
た
円
弧
•
小

円
・
半
球
な
ど
も
太
陽
の
形
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
和
9)°

円
弧
は
「
連
弧
文
」
、
小
円
は
「
連
珠
」
「
乳
」
、

半
球
は
「
鈍
」
で
あ
る
。

山
花
京
子
氏
は
以
下
の
よ
う
に

鏡
は
古
王
国
時
代
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
高
位
の
女

性
の
身
づ
く
ろ
い
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

鏡
は
少
し
楕
円
に
近
い
形
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
太
陽
の

形
を
模
倣
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
柄
の
形
は
ロ
ー

タ
ス
の
形
を
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
柄
と
丸
い
鏡
を
合
わ

せ
て
宗
教
的
な
モ
チ
ー
フ
「
ロ
ー
タ
ス
の
花
か
ら
太
陽
が
う

ま
れ
出
る
」
を
表
現
し
て
い
る
た
め
、
鏡
は
単
な
る
実
用
品

で
は
な
か
っ
た
（
注
10)0

ロ
ー
タ
ス
(
l
o
t
u
s
)

は
睡
蓮
の
こ
と
だ
が
、
太
陽
の
動
き
に
合
わ

i
t↑
 

せ
、
夕
方
に
は
花
を
閉
じ
、
水
の
中
に
入
っ
て
睡
る
か
の
よ
う
に

潜
り
、
朝
に
は
水
か
ら
顔
を
出
し
て
花
を
開
く
。
太
陽
を
象
徴
す

る
と
み
な
さ
れ
、
ミ
イ
ラ
に
も
捧
げ
ら
れ
た
。
ミ
イ
ラ
の
再
生
を

促
す
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
睡
蓮
は
文
様
化
さ
れ
る
が
、

そ
れ
を
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
世
界
各
地
に
広
ま
り
、

北
方
の
遊
牧
民
の
バ
デ
ィ
リ
ク
の
遺
跡
に
も
見
え
、
中
国
に
も
入

り
込
ん
で
い
る
。
中
国
で
は
芝
草
と
呼
ば
れ
た
。
芝
草
は
当
初
は

茸
で
は
な
く
花
の
形
で
あ
る
。
不
死
の
仙
薬
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、

睡
蓮
の
持
つ
再
生
観
念
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
四
葉
文
な
ど
蓮

に
基
づ
く
と
さ
れ
る
文
様
も
、
蓮
と
睡
蓮
の
近
縁
性
か
ら
、
睡
蓮

の
持
つ
宗
教
的
意
味
が
蓮
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の
だ
ろ
う
。
印
度

に
お
け
る
蓮
の
重
視
も
同
様
の
展
開
を
辿
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
睡
蓮
か
ら
太
陽
が
生
ま
れ
る
と
い
う
宗
教
的
な
モ
チ
ー
フ
」

(2) 



は
、
ミ
イ
ラ
の
復
活
再
生
観
念
と
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。
ミ
イ
ラ

を
復
活
再
生
さ
せ
る
た
め
に
鏡
を
副
葬
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
掲
の
隼
を
あ
し
ら
っ
た
鏡
（
図
l
ー

l

)

に
以
下
の
よ
う
な
説
明
が

あ
る
。

…
花
の
よ
う
に
張
り
出
し
て
い
る
柱
頭
の
各
先
端
に
は
、
ハ

ャ
プ
サ
が
止
ま
り
、
外
側
を
向
い
て
い
る
。
も
と
も
と
は
生

活
用
品
と
し
て
作
ら
れ
た
化
粧
用
具
類
と
同
様
に
、
鏡
も
ま

た
、
性
と
復
活
の
象
徴
に
強
く
結
び
付
き
、
死
後
の
生
活
で

も
特
別
な
使
途
が
あ
っ
た
。
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
〈
ア
ン
ク
〉

は
「
生
命
」
を
意
味
し
、
サ
ン
ダ
ル
の
革
紐
の
形
か
ら
き
て

い
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
解
釈
だ
が
、

T
字
形
の
柄
が
付

い
た
鏡
を
象
形
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
パ
ピ
ュ

ル
ス
そ
の
も
の
に
も
新
生
と
再
生
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ハ

ャ
プ
サ
は
太
陽
神
の
姿
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
太
陽

が
日
々
夜
明
け
に
再
生
す
る
と
い
う
考
え
に
深
く
結
び
付
い

て
い
る
社
11)0

鏡
に
隼
が
表
現
さ
れ
、
そ
れ
を
太
陽
神
と
見
て
、
「
再
生
」
観
念

と
深
く
関
わ
る
と
い
う
。
隼
は
死
者
の
魂
で
あ
る
バ
ー

(
B
a
)

と

も
関
わ
る
。
バ
ー
は
太
陽
の
中
に
入
っ
て
復
活
す
る
と
さ
れ
、
や

は
り
復
活
再
生
と
関
わ
る
。
ア
ン
ク
（
図
1-5(:;::
12)
）
は
「
生
命
」
を

象
徴
す
る
記
号
だ
が
、
そ
の
形
が
鏡
と
類
似
し
、
関
連
す
る
と
い

う
説
も
興
味
深
い
。

エ
ジ
プ
ト
の
鏡
は
柄
鏡
で
紐
が
な
い
。
正
円
形
（
図
l
ー

5(i::i
13)) 

の
も
の
も
あ
る
が
、
や
や
扁
平
に
な
っ
た
楕
円
形
で
、
中
国
の
も

の
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
背
面
は
問
題
に
さ
れ
ず
、
恐
ら
く
文
様

は
な
い
。
鏡
は
た
ん
な
る
化
粧
用
具
で
は
な
く
、
死
者
の
再
生
復

活
の
た
め
の
道
具
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
や
日
本
の
鏡
の
副
葬

の
事
例
を
考
え
る
上
で
示
唆
を
与
え
る
。

二
、
陽
隧
と
陰
鑑

鏡
と
鑑

鏡
鑑
と
熟
語
に
さ
れ
、
混
同
さ
れ
る
が
、
本
来
、
「
鏡
」
と
「
鑑
」

と
は
別
で
あ
る
。
「
鑑
（
監
）
」
は
水
を
張
っ
て
顔
を
う
つ
す
容
器

（図
1
-
7
<
*
"
'
1
1
）
）
。
甲
骨
文
（
図
l
ー

s
<
注
1
5
）
）
や
金
文
の
字
形
は
人
が

水
を
張
っ
た
容
器
を
覗
き
こ
む
様
子
。
春
秋
時
代
に
青
銅
製
の

「
鑑
」
も
作
ら
れ
た
。
「
鏡
」
の
文
字
は
「
鑑
」
よ
り
も
新
し
く
原

形
は
「
党
」
で
あ
る
。
「
寛
」
は
「
景
」
と
さ
れ
、
「
影
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
面
影
で
、
姿
を
映
す
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
で
あ
ろ
う
。

陽
隧
と
陰
鑑

凹
面
鏡
は
陽
隧
と
呼
ば
れ
る
。
太
陽
光
を
集
め
、
火
を
と
る
道

具
で
あ
る
。
東
北
ア
ジ
ア
に
多
い
多
紐
細
文
鏡
は
凹
面
鏡
で
、
日

本
に
も
二
種
類
ほ
ど
遺
物
が
あ
る
。
中
国
の
戦
国
時
代
の
葉
脈
紋

双
紐
鏡
も
鏡
面
が
や
や
凹
ん
で
い
る
(tt16)
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
倒

(3) 



立
す
る
像
を
結
ぶ
。

遼
（
契
丹
族
）
の
陳
国
公
主
の

(
1
0
一
八
）
の
遺
物
に
携

帯
用
の
陽
隧
（
図
l
ー

g
<
注
17
）
）
が
あ
り
、
太
陽
か
ら
火
を
と
る
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
墓
か
ら
は
青
銅
鏡
（
凸
面
鏡
）

も
出
土
し
て
い
る
が
、
鏡
面
が
鍍
銀
さ
れ
、
顔
を
映
し
た
の
だ
ろ

う
。
陽
隧
と
鏡
は
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

陽
隧
は
凹
面
に
あ
た
っ
た
太
陽
の
光
が
反
射
し
て
焦
点
を
結
び
、

文
を
発
火
さ
せ
る
。
こ
れ
を
卜
骨
や
亀
卜
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
い

か
。
卜
骨
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
央
か
ら
北
に
広
ま
っ
て
お
り
、

本
来
、
鹿
や
牛
の
肩
押
骨
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
中
国

で
は
そ
れ
が
亀
の
腹
甲
へ
と
変
え
ら
れ
る
。
遊
牧
系
の
民
族
の
信

仰
は
天
で
あ
り
、
天
神
・
上
帝
が
彼
ら
の
神
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
天
神
・
上
帝
と
太
陽
は
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

卜
骨
は
骨
を
火
で
灼
き
、
で
き
た
骨
の
綽
割
れ
の
形
を
見
て
神

の
意
志
を
占
う
。
当
初
は
骨
付
き
肉
を
供
物
と
し
て
焼
い
た
時
に

で
き
る
縛
割
れ
を
見
た
の
だ
ろ
う
が
、
の
ち
、
一
っ
の
骨
を
複
数

回
使
用
す
る
た
め
に
点
状
有
灼
法
が
発
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
骨
の

一
部
を
薄
く
削
り
（
マ
チ
を
切
る
と
い
う
）
、
火
の
つ
い
た
枝
を
押

し
当
て
て
行
う
。
日
本
で
は
桜
の
木
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
使

用
す
る
「
火
」
は
、
ど
の
よ
う
な
火
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
に
は
「
乞
火
不
若
取
隧
（
火
を
乞
う
は
隧

に
取
る
に
若
か
ず
）
」
と
、
火
を
取
る
最
も
有
効
な
方
法
と
し
て
、

「
陽
隧
」
の
使
用
が
説
か
れ
る
。
実
際
、
凹
面
鏡
を
太
陽
に
向
け
、

焦
点
に
黒
い
紙
を
置
く
と
瞬
く
間
に
燃
え
上
が
る
。

同
天
文
訓
で
は
、

夫
陽
隧
取
火
於
日
、
方
諸
取
露
於
月
（
夫
の
陽
隧
は
火
を
日

に
取
り
、
方
諸
は
露
を
月
に
取
る
）

と
そ
の
火
を
太
陽
か
ら
取
る
と
い
う
。

後
漢
、
王
充
の
『
論
衡
』
胤
龍
篇
に
は
、

日
火
也
、
：
・
鋳
陽
隧
、
取
飛
火
於
日
（
日
は
火
な
り
、

．．． 

陽

隧
を
鋳
て
、
飛
火
を
日
よ
り
取
る
）

と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
日
火
也
」
と
「
日
」
と
「
火
」
•
は
同

じ
で
あ
る
。
「
陽
隧
取
火
於
天
（
陽
隧
は
火
を
天
よ
り
取
る
）
」
も

同
様
の
表
現
で
あ
る
。

詰
術
篇
に
は
、

日
火
也
、
在
天
為
日
、
在
地
為
火
、
何
以
験
之
、
陽
隧
郷
日
、

火
従
天
束
、
由
此
言
之
、
火
日
氣
也
。
（
日
は
火
な
り
、
天
に

在
り
て
は
日
と
為
り
、
地
に
在
り
て
は
火
と
為
る
、
何
を
以

む
か

て
之
れ
を
瞼
せ
ん
、
陽
隧
日
に
郷
わ
ば
、
火
は
天
従
り
束
た

る
、
此
に
由
り
て
之
れ
を
言
え
ば
、
火
は
日
の
氣
な
り
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
火
日
氣
也
」
と
「
火
」
は
「
日
」

の
気
で
あ
る
と
い
う
。

定
賢
篇
に
は
、

日
者
陽
之
主
也
、
（
中
略
）
故
陽
隧
見
日
則
燃
而
為
火
方
諸
見

(4) 



月
則
津
而
為
水
。
（
日
は
陽
の
主
な
り
、
（
中
略
）
故
に
陽
隧
‘

日
を
見
れ
ば
則
ち
燃
え
て
火
と
為
る
。
方
諸
、
月
を
見
れ
ば

則
ち
津
あ
り
て
水
と
為
る
）

と
み
え
る
。

そ
の
注
釈
に
、

陽
隧
金
也
、
取
金
杯
無
縁
者
熱
摩
令
熱
、
日
中
時
以
常
日
下

以
文
承
之
、
則
燃
得
火
。
（
陽
隧
は
金
な
り
、
金
杯
の
縁
無
き

者
を
取
り
て
熱
摩
し
て
熱
か
ら
し
め
、
日
中
せ
し
時
、
以
て

日
の
下
に
嘗
て
、
文
を
以
て
之
れ
を
承
く
れ
ば
、
則
ち
燃
え

て
火
を
得
）

と
み
え
、
陽
隧
の
焦
点
に
「
文
」
を
お
い
て
発
火
さ
せ
る
と
わ
か

る。
点
状
有
灼
法
は
燃
え
た
木
の
先
を
押
し
当
て
る
と
述
べ
た
。
け

れ
ど
も
木
の
枝
が
手
に
入
ら
な
い
草
原
で
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の

だ
ろ
う
。
本
来
、
陽
隧
で
光
を
集
め
火
を
取
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、

光
の
焦
点
を
直
接
、
骨
に
当
て
る
方
が
は
る
か
に
簡
単
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
焦
げ
た
痕
跡
は
「
点
」
と
し
て
残
る
。
点
状
有
灼
法

は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

太
陽
（
天
帝
）
↓
光
（
天
帝
の
意
志
）
↓
陽
隧
（
凹
面
鏡
）
↓

光
の
焦
点
↓
火
↓
骨
に
亀
裂
（
天
帝
の
意
志
の
顕
在
化
）

と
な
る
。
枝
に
火
を
つ
け
て
灼
く
こ
と
は
上
記
の
手
順
の
簡
便
化

で
は
な
い
か
。
何
れ
に
し
て
も
火
と
太
陽
（
天
、
天
帝
）
の
意
志
を

視
覚
的
に
認
識
で
き
る
。

多
鉦
細
文
鏡

多
鉦
細
文
鏡
は
陽
隧
で
あ
る
。
鏡
と
さ
れ
る
が
鑑
で
あ
ろ
う
。

磨
け
ば
顔
は
映
る
が
、
や
や
い
び
つ
に
な
り
、
本
来
の
用
途
は
太

陽
か
ら
火
を
取
る
こ
と
だ
ろ
う
。
北
方
の
出
土
例
が
多
い
が
、
日

本
に
も
あ
る
。
背
面
に
は
三
角
形
と
細
い
線
が
描
か
れ
る
こ
と
が

多
い
（
図
lー

l
O
(
t
t
1
8
)

）
。
エ
ジ
プ
ト
に
太
陽
光
線
を
直
線
で
あ
ら
わ

す
例
が
あ
る
。
こ
こ
も
太
陽
の
光
線
を
視
覚
化
し
た
も
の
で
は
な

い
か
。
日
本
出
土
の
鏡
の
背
面
に
は
同
心
円
の
小
円
が
あ
わ
せ
て

八
つ
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
太
陽
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
ま
た

鏡
の
連
珠
文
や
乳
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
古
代
の
太
陽

曽
布
川
寛
氏
は
「
中
国
古
代
の
太
陽
表
現
ー
馬
王
堆
と
三
星
堆

（礼
20)
」
に
お
い
て
三
星
堆
（
前
―

1
0
0
年
頃
）
と
馬
王
堆
の
太
陽

を
比
較
考
察
し
て
い
る
。
馬
王
堆
吊
画
に
は
大
き
な
太
陽
と
扶
桑

の
枝
に
あ
る
小
さ
な
八
つ
の
太
陽
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

弓
の
名
人
の
葬
が
九
つ
の
太
陽
を
射
落
と
し
た
と
さ
れ
る
十
日
神

話
と
結
び
つ
け
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
話
の
淵
源
を
四
川
省
三

星
堆
か
ら
出
土
し
た
樹
木
と
鳥
、
太
陽
な
ど
に
求
め
よ
う
と
す
る

、
十
日
説
話
（
沈
lq

(5) 



図版1-3背中作日形光

茫四射園以八角花漠日

光鑑『徐乃昌蔵中国古
鏡拓影』→注3

図版1-6アンク Ankh
生命を意味するが、鏡
の象形という説もある。
『エジプトの秘貨』 →注12

"• / 
ー・疇・--

図版1-10北朝鮮出土の

多紐鏡 三角形と細線は
太陽の光茫ではないか。
『古鏡』→注18

図版1-2斉家文化の鏡
（中国最古）

『中国銅鏡図典』→注3

図版1-5エジプトの鏡
Mirror with Hathor 

head 鏡部分は真円形

『大英博物館古代エジ
プト展』→注13

図版1-9陽煤太陽光を集めて
点火する。太陽（天帝）→光（天
帝の意思）→陽隧（凹面鏡）→光
の焦点（火・点状有灼法）→骨の

上の裂縫（天帝の意志） 『北方

騎馬民族の黄金マスク展』→注17

図版1-1エジプトの鏡

隼は太陽神であり、太

陽の復活再生観念と関
連する。鏡がやや篇平

なのは日の出の太陽を
あらわすという。
『大英博物館古代エジ
プト展』→注1

図版1-4エジプトの柄

付き鏡ロータスをあら

わす。新王国時代『古
代エジプト文明3000年
の世界』→注10

図版1-7鑑水を入れ
て鏡にする。
『商周銅器』→注14

注，15 

芍

↓
文

8

骨甲

即

の

図

鑑

(6) 



編
『
淮
南

も
の
で
あ
る
。

劉
安
（
前
一
七
九

S
―
二
二
）

の
中
心
の
花
の
話
が
み
え
る
。

昆
命
之
丘
、
或
上
倍
之
、
是
謂
涼
風
之
山
、
登
之
而
不
死
。

或
上
倍
之
、
是
謂
懸
圃
、
登
之
乃
露
、
能
使
風
雨
。
或
上
倍

之
、
乃
維
上
天
、
登
之
乃
神
、
是
謂
太
帝
之
居
。
扶
木
在
陽

州
、
日
之
所
贖
。
建
木
在
都
廣
、
翠
帝
所
自
上
下
、
日
中
無

景
、
呼
而
無
響
、
蓋
天
地
之
中
也
。
若
木
在
建
木
西
、
末
有

十
日
、
其
華
照
下
地
。
（
昆
命
之
丘
、
或
い
は
上
り
て
之
れ
に

倍
す
れ
ば
、
是
れ
を
涼
風
の
山
と
謂
う
、
之
れ
に
登
れ
ば
而

ち
死
せ
ず
。
或
い
は
上
り
て
之
れ
に
倍
す
れ
ば
、
是
れ
を
懸

圃
と
謂
う
、
之
れ
に
登
れ
ば
乃
ち
露
な
り
、
能
く
風
雨
を
使

つ
な

う
。
或
い
は
上
り
て
之
れ
に
倍
す
れ
ば
、
乃
ち
上
天
に
維
ぎ
、

之
れ
に
登
れ
ば
乃
ち
神
な
り
、
是
れ
を
太
帝
の
居
と
謂
う
。

と

こ

う

"＇“ 

扶
木
陽
州
に
在
り
、
日
の
晴
や
く
所
。
建
木
は
都
廣
（
高
誘

云
、
南
方
山
名
）
に
在
り
、
翠
帝
の
自
り
て
上
下
す
る
所
、

か
げ

日
中
景
無
し
、
呼
び
て
響
き
無
し
、
蓋
し
天
地
の
中
な
り
。

若
木
は
建
木
の
西
に
在
り
、
末
に
十
日
有
り
、
其
の
華
、
下

地
を
照
ら
す
）

こ
こ
で
は
建
木
と
若
木
の
二
種
類
の
木
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
若

木
在
建
木
西
、
末
有
十
日
、
其
華
照
下
地
」
と
若
木
の
末
、
つ
ま

り
梢
に
十
日
、
即
ち
十
個
の
太
陽
が
有
り
、
そ
の
華
が
地
上
を
照

墜
形
訓
に
天
地

ら
し
て
い
る
。
太
陽
は
若
木
の
梢
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
れ

は
花
が
咲
く
か
の
よ
う
で
あ
り
、
実
際
、
「
華
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
を
三
星
堆
の
青
銅
製
の
樹
木
（
図
2
ー

3<:c:i
21))

と
比
べ
て

み
よ
う
。
梢
に
は
青
銅
製
の
花
が
咲
き
、
花
の
顎
に
近
い
部
分
に

は
円
形
の
輪
が
あ
り
、
そ
れ
は
日
輪
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
花
の
上
に
は
鳥
が
い
る
。
鳥
の
種
類
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
エ

ジ
プ
ト
の
バ
ー
に
似
た
人
面
鳥
も
い
る
。
他
に
直
径
八
四
．
五

em

も
あ
る
巨
大
な
太
陽
輪
（
図
2
-
4
<
沈

22
）
）
も
出
土
し
て
い
る
。
三
星

堆
と
『
淮
南
子
』
と
は
千
年
も
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容

の
一
致
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

曽
布
川
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
星
堆
の
遺
物
と
馬
王
堆
吊

画
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。
馬
王
堆
吊
画
の
左
側
（
向
か
っ

て
右
）
に
は
扶
桑
が
描
か
れ
る
。
樹
木
と
い
う
よ
り
は
蔓
草
状
で

あ
る
。
こ
れ
は
箆
鹿
の
角
の
形
に
基
づ
く
の
だ
ろ
う
。
鹿
は
落
ち

た
角
が
生
え
替
わ
り
、
成
長
し
て
い
く
。
そ
れ
が
不
死
と
再
生
の

象
徴
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
（
悲

3
)

。
そ
の
扶
桑
樹
に
赤
い
太
陽
が
八

つ
描
か
れ
、
中
央
の
大
き
な
太
陽
と
合
わ
せ
て
九
つ
と
さ
れ
る
。

『
淮
南
子
』
本
経
訓
に
は
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
。

逮
至
発
之
時
十
日
並
出
、
焦
禾
稼
、
殺
草
木
、
而
民
無
所
食
。

楔
諭
、
盤
歯
、
九
嬰
、
大
風
、
封
稀
、
脩
蛇
皆
為
民
害
。
党

乃
使
葬
誅
盤
歯
於
疇
華
之
野
、
殺
九
嬰
於
凶
水
之
上
、
檄
大

風
於
青
丘
之
澤
、
上
射
十
日
而
下
殺
楔
猶
、
断
脩
蛇
於
洞
庭
、

(7) 



禽
封
稀
於
桑
林
。
萬
民
皆
喜
、
置
甕
以
為
天
子
。
（
尭
の
時
に

至
り
十
日
並
び
出
づ
る
に
逮
び
、
禾
稼
を
焦
が
し
、
草
木
を

殺
ぎ
て
、
民
食
ら
う
所
無
し
。
楔
諭
、
盤
歯
、
九
嬰
、
大
風
、

封
稀
、
脩
蛇
皆
な
民
の
害
を
為
す
。
党
乃
ち
葬
を
し
て
盤
歯

ほ
と
り

を
疇
華
の
野
に
誅
し
、
九
嬰
を
凶
水
の
上
に
殺
し
、
大
風
を

青
丘
の
澤
に
檄
し
、
上
は
十
日
を
射
て
下
は
楔
翰
を
殺
し
、

脩
蛇
を
洞
庭
に
断
ち
、
封
稀
を
桑
林
に
禽
に
す
。
萬
民
皆
な

喜
び
、
発
を
置
き
て
以
て
天
子
と
為
す
）

こ
の
記
述
は
、
十
日
つ
ま
り
十
個
の
太
陽
が
一
度
に
出
た
た
め
、

「
焦
禾
稼
、
殺
草
木
」
と
な
り
、
「
民
無
所
食
」
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
葬
が
「
十
日
を
射
」
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
活
躍

し
た
の
は
葬
だ
が
、
民
が
喜
ん
で
天
子
と
し
た
の
は
党
と
さ
れ
て

い
る
。弓

矢
で
射
る
の
は
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
或
い
は
そ
の
属

性
や
能
力
を
獲
得
す
る
た
め
で
は
な
い
か
。
前
漢
初
期
、
馬
王
堆

出
土
の
『
胎
産
書
』
に
は
、
男
の
子
を
生
む
た
め
に
「
（
射
）
雄
雉
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
雄
11
男
と
い
う
属
性
が
獲
得

さ
れ
る
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

葬
が
太
陽
を
射
落
と
し
た
の
も
、
太
陽
の
持
つ
再
生
と
不
死
の

能
力
を
手
に
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
葬
と
不
死

の
話
は
『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
で
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
。

璧
若
葬
請
不
死
之
薬
於
西
王
母
、
垣
蛾
窪
以
奔
月
、
恨
然
有

喪
、
無
以
績
之
。
何
則
不
知
不
死
之
薬
所
由
生
也
。
（
璧
え
ば

葬
、
不
死
の
薬
を
西
王
母
に
請
い
、
垣
蛾
、
窪
み
て
以
て
月

に
奔
り
，
恨
然
と
し
て
喪
う
有
り
、
以
て
之
れ
を
績
ぐ
無
き

が
若
し
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
、
不
死
の
薬
の
由
り
て
生
ず
る

所
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
）

太
陽
を
射
落
と
す
話
は
無
く
、
葬
が
西
王
母
に
不
死
の
薬
を
請

う
た
も
の
の
、
垣
蛾
が
籟
ん
で
月
に
奔
っ
た
と
い
う
話
に
な
っ
て

い
る
。
不
死
の
薬

II
太
陽
の
復
活
再
生
能
力
だ
ろ
う
が
、
葬
は
そ

れ
を
手
に
入
れ
ら
れ
ず
に
、
か
わ
り
に
月
（
垣
蛾
）
が
そ
れ
を
手
に

入
れ
た
話
の
よ
う
に
み
え
る
。

十
日御

手
洗
勝
(tt24)
は
、
こ
の
説
話
は
日
蝕
で
太
陽
が
死
に
そ
う
に

な
る
こ
と
を
助
け
る
た
め
に
火
矢
を
放
っ
た
儀
礼
か
ら
始
ま
る
と

し
、
太
陽
が
熱
い
か
ら
、
撃
ち
落
と
し
た
と
す
る
の
は
後
世
の
変

化
し
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
甲
乙
丙
丁
…
は
十
日
の
名
前
、
つ
ま

り
十
の
太
陽
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
で
あ
る
と
す
る
。
大
林
太
良
（
汀
25)

は
「
太
陽
を
射
る
話
と
朝
日
長
者
」
の
中
で
、
岡
正
雄
の
論
文
「
太

陽
を
射
る
話
」
を
引
き
、
複
数
の
太
陽
が
あ
っ
た
と
い
う
話
や
、

―
二
の
太
陽
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
復
活
再
生
儀
礼
と
し
て
い
る
。
馬
王
堆
吊
画
の
扶
桑
は
、
こ
の

よ
う
な
太
陽
の
話
に
エ
ジ
プ
ト
的
な
復
活
再
生
観
念
が
重
な
り
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
太
陽
信
仰
は
エ
ジ
プ
ト
に
顕
著
に
見
ら
れ

(8) 



古
代
の
鏡
は
四
角
い
も
の
も
あ
る
が
、
殆
ど
が
真
円
形
で
、
そ

れ
は
太
陽
の
形
な
の
だ
ろ
う
。
顔
の
形
に
合
わ
せ
れ
ば
楕
円
形
に

な
る
は
ず
で
あ
る
。

斉
家
文
化
の
青
銅
鏡

中
国
最
古
の
斉
家
文
化
の
鏡
は
真
円
形
で
背
面
に
は
「
七
角
星

形
図
案
冗
26)
」
、
「
星
形
文
（
注
27)
」
が
あ
る
と
「
星
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
太
陽
の
形
象
で
は
な
い
か
。
膵
家
岡
文
化
（
前
三
八

0
0

頃
＼
前
―
四

0
0
頃
）
の
鳥
形
玉
飾
（
図
2

ー

5(:¥::i
28))

は
胸
に
八
角

の
文
様
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
太
陽
と
さ
れ
る
。

O
が
太
陽
で
八
角

は
そ
の
光
茫
で
あ
ろ
う
。
オ
リ
エ
ン
ト
の
太
陽
の
図
（
図
2
ー

6
,
7
 

(iL29)
）
は
こ
れ
と
似
る
。
金
星
と
紛
ら
わ
し
い
が

0
で
囲
ま
れ
て

い
る
。
複
数
の
太
陽
の
例
も
み
え
る
（
図
2
-
8
(:;:! 
3
0
)
)

。
太
陽
が
星

形
で
光
茫
の
あ
る
文
様
は
先
に
み
た
北
朝
鮮
出
土
の
多
鉦
鏡
も
同

様
で
あ
る
。

商
・
周
•
春
秋
•
戦
国
の
青
銅
鏡

商
・
周
に
は
背
面
に
不
規
則
な
斜
線
の
多
数
入
っ
た
鏡
が
あ
る
。

四
、
漢
以
前
の
鏡
と
太
陽

る
が
、
太
陽
は
地
下
を
潜
行
し
、
再
生
し
て
復
活
す
る
。
中
国
の

場
合
も
湯
谷
の
話
の
中
に
、
そ
の
あ
た
り
の
事
が
詳
し
く
記
さ
れ

＜
 

て
し

線
で
太
陽
光
を
表
わ
す
こ
と
は
エ
ジ
プ
ト
・
オ
リ
エ
ン
ト
に
あ
る

が
、
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
商
・
周
時
代
の
鏡
の
出
土

例
は
甚
だ
少
な
い
。
周
に
二
頭
の
虎
が
左
右
対
称
に
描
か
れ
、
上

部
に
鳥
の
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
動
物
文
の
系
列
に
位
置
付

け
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
春
秋
晩
期
の
素
鏡
に
鏡
面
が
平
面
の

も
の
が
あ
る
が
多
く
は
な
い
。
大
半
が
凸
面
鏡
で
あ
る
。
こ
れ
は

直
径
―

oem程
度
で
も
顔
全
体
を
映
し
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
鏡

は
戦
国
時
代
か
ら
多
く
な
り
、
西
方
の
技
術
で
あ
る
金
銀
象
嵌
を

施
し
た
も
の
も
あ
る
。

五
、
鏡
銘
と
太
陽

「
見
日
之
光
」
の
四
文
字
で
完
結
し
て
い
る
鏡
の
銘
文
が
あ
る
。

あ
ら

こ
の
場
合
は
「
日
の
光
を
見
わ
す
」
と
読
ん
で
、
鏡
が
太
陽
そ
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。
「
見
日
之
光
、
天
下
大

陽
」
「
見
日
之
光
、
天
下
大
明
」
「
見
日
之
光
、
長
母
相
忘
」
の
場

あ
さ

合
は
、
「
日
の
光
を
見
れ
ば
、
天
下
大
い
に
陽
ら
か
」
な
ど
と
、
仮

定
法
の
よ
う
に
読
む
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
鏡
が
太
陽
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
銘
文
が
再
生
観
念
と
結
び
つ

く
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
博
局

鏡
に
「
上
有
仙
人
不
知
老
冗
31)

（
上
に
仙
人
有
り
老
い
を
知
ら
ず
）
＇

の
よ
う
な
銘
文
が
現
わ
れ
、
仙
人
と
の
関
係
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、

(9) 



胃
図版2-2大きな太

品：らす花 と 太 一 は掌『‘さな
図版2-3三星堆の神樹『神話祭祀与長江文明』
→注21

図版2-5辞家岡文化の鳥形玉飾 胸の前に太陽図案
『世界美術大全集東洋編先史・商・周』→注28

ー

漠

扶

そ

生

れ

が

。

馬

琥

か
堆
量
に
、
り
さ
陽
る
沙
一

J
I
6

版
王
吊
上
と
よ
出
太
え
長
堆
墓
注

図
馬
墓
右
桑
れ
み
る
み
~
王
漠
→

図版2-4三星堆の太陽輪
直径84.5cm『三星堆研究』
第一輯 →注22

図版2-7Akkad王朝時代の
円筒印章太陽同右

図版2-8Akkad王朝のNararn
sin (在位公元前2254-2218)
の戟勝紀念碑複数の太陽が
描かれる。同右→注30

図版2-6メソポタミアの太陽 Kassites王朝時代
（公元前12世紀）の境界石 1月・ 2金星.3太陽

星には円盤がない太陽には円盤がある太陽の波
線は光茫 『太陽神の研究・メソポタミアの太陽神
とその図像』→注29
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「
白
虎
引
直
上
天
（
注
32)

（
白
虎
引
き
て
直
ち
に
天
に
上
る
）
」
は
虎

に
率
い
ら
れ
て
昇
天
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
「
服
者
萬
年
（
礼
33)

（服

す
る
者
萬
年
）
」
や
「
位
至
三
公
（
注
包
（
位
三
公
に
至
る
）
」
と
い
っ

た
生
者
を
対
象
と
し
た
銘
文
も
多
い
。
「
上
大
山
、
見
神
人
、
食
玉

英
、
飲
澄
金
（
泉
）
、
宜
官
秩
、
裸
子
孫
、
長
梨
未
央
、
富
貴
昌
、

予
（
輿
）
母
極
、
駕
非
（
飛
）
龍
‘
由
（
涼
）
浮
雲
(It35)

（
大
山
に
上
り
、

神
人
を
見
、
玉
英
を
食
ら
い
、
澄
金
（
泉
）
を
飲
み
、
官
秩
に
宜
し

く
、
子
孫
を
裸
ち
、
長
く
栗
し
み
て
未
だ
央
き
ず
、
富
貴
昌
ん
、

予
（
輿
）
極
ま
り
母
く
、
非
（
飛
）
龍
に
駕
し
、
浮
雲
に
由
（
源
）
ぶ
）
」

の
「
宜
官
秩
」
や
「
富
貴
昌
」
は
官
職
、
秩
禄
、
富
貴
に
関
連
し
、

現
実
世
界
の
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
駕
非
（
飛
）
龍
、
由
（
癖
）
浮
雲
」

の
部
分
は
仙
人
と
な
っ
て
龍
や
浮
雲
に
乗
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の

よ
う
な
銘
文
を
持
つ
鏡
は
生
者
が
使
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
副

葬
用
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
死
者
が
昇
仙
し
、
仙
人
の
世
界
で

暮
ら
す
こ
と
を
願
っ
た
と
も
み
な
せ
る
。

見
日
之
光

上
海
博
物
館
所
蔵
の
透
光
鏡
は

2
つ
あ
る
。
そ
の

1
つ
に
「
見

日
之
光
、
天
下
大
明
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
同
様
の
銘
を
持

つ
鏡
を
図
表
（
付
表
参
照
）
と
し
た
。

『
徐
乃
昌
蔵
中
国
古
鏡
拓
影
（
注
36)
』
は
出
土
地
が
不
明
で
資
料

と
し
て
の
制
約
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
多
数
の
鏡
が
収
録
さ
れ
、
図

像
や
銘
文
の
変
遷
を
調
べ
る
に
は
あ
る
程
度
有
用
で
あ
る
。
徐
乃

昌
は
一
―
八
番
に
お
い
て
、
「
背
中
作
日
形
、
光
茫
四
射
、
園
以
八

角
花
（
背
中
に
日
形
を
作
す
、
光
芭
四
射
、
園
む
に
八
角
の
花
を

以
て
す
）
（
図
l
ー

3
)

」
と
述
べ
る
。
「
日
形
」
は
太
陽
の
形
で
、
連

弧
文
で
囲
ま
れ
た
形
を
太
陽
の
光
輝
く
様
子
と
捉
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
八
角
形
の
花
で
囲
ま
れ
る
よ
う
に
も
み
え
る
と
い
う
。

両
様
の
形
に
み
え
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
一
―
九
の
鏡
に
も
同

様
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
背
面
の
太
陽
と
銘
文
の
「
見
日
之
光
」

は
関
連
す
る
。

「
見
日
之
光
」
の
銘
文
を
持
つ
鏡
は
多
い
が
、
形
式
は
「
草
葉

鏡
」
・
「
四
乳
銘
文
鏡
」
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
草
葉
鏡
の
草
葉
は
パ

ル
メ
ッ
ト
文
様
の
変
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ル
メ
ッ
ト
は

エ
ジ
プ
ト
起
源
の
文
様
で
あ
り
、
睡
蓮
に
基
づ
く
。
睡
蓮
は
太
陽

と
関
連
が
あ
り
、
連
弧
文
も
小
さ
な
太
陽
が
連
続
し
て
い
る
様
子

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

透
光
鏡

上
海
博
物
館
蔵
品
の
見
日
之
光
透
光
鏡
（
図
3
ー

l

（注
37)
）
と
内
清

質
以
昭
明
透
光
鏡
（
図
3
ー

2
<

悲
g

）
)
は
、
鏡
面
に
反
射
し
た
光
が
鏡

背
の
文
字
と
文
様
を
映
し
出
す
（
図
3
ー

5
"
6

辻
尾
榮
市
氏
撮
影
）
。

そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

こ
の
透
光
鏡
は
前
漢
中
晩
期
の
も
の
。
背
面
に
銘
文
と
同
心

円
お
よ
び
連
弧
文
が
あ
る
。
表
の
鏡
面
に
日
光
ま
た
は
灯
光

を
う
け
る
と
、
裏
の
文
飾
と
同
じ
投
影
図
象
を
反
射
す
る
。
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日 見 謡 日 見 漢 漢 漢 見 漠 漢 鏡

旦
日 光 日 日 日 日 日 日 日 名
鑑

靡 鑑 鑑 羹 羹 ヽ鑑 光 光
鑑 鑑

見 見 見 見 見 見 見 見 見 見 見 銘
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 文
之 之 之 之 之 之 之 之 之 之 之

鬼 鬼 明 泥 光； 泥 泥 党 泥 泥 鬼

長 長 長 長 長 天 天 天 天 天 天
母

『闘 靡， 下 下 下 下 下 下

嬰
大 大 大 大 大 大

忘 忘 明 明 明 明 陽 陽

花精 方

! 方
文方 方 方 方 方 方 方 月日

猛 格 誓鏡格 誓 格 格 誓 誓 格 ↓ 本
葉 規 慶 慶 葉 の

内 文 文 贔 矩 文 文 文 文 名
／イ丁ー 鏡 鏡

葉
鏡 鏡 鏡 鏡 鏡 鏡

称
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連は乳 "'" ""- "" "" .is. ギ "'" ギ *" ギ
乳

珠記に
がさっ
応なぃ
vヽ

oて

＾七 、̂五 ＾四 ＾四 ＾四 ＾四 、^四 ＾四 ＾五 、^四 ＾ ~ Iヽ 直

己寸 応寸 ニ寸 ：：：寸 一寸 ご寸 ：：：寸 ご寸 ニ寸 ：：：寸 芦寸 f々ェて

~ 00 (") ョ刀/, 三ヽの0 ハ刀二

• 九 -八 予L • 九 .A • 九 cc ら九 "" ~ CC: 3ヽ /刀¥_ Cヽ: ヨ/刀¥. ~ " ヨ_,/刀¥_ 
...., 0 ハ刀 .ヽ.,. (0 ヨ/刀'-. ~ 0-, Cヨハ刀 C: 巳分 ~ 0 ヨ/刀¥. 
-ョ半 ヨヽ
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国
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拓
影
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文
様
は
何
か
を
象
徴
す
る
こ
と
が
多
く
、
し
ば
し
ば
辟
邪
や
吉

料
の
役
割
を
も
つ
。
文
様
は
変
化
し
、
複
合
化
し
て
い
く
が
、
こ

こ
で
は
鏡
の
文
様
の
中
か
ら
太
陽
と
関
連
す
る
も
の
を
指
摘
し
た

°ヽ
.:,, 

連
弧
文 六

、
文
様
と
太
陽

現
存
の
古
文
献
に
は
、
隋
代
以
来
古
代
透
光
鏡
に
関
す
る
観

察
と
鋳
造
法
の
推
論
が
あ
る
。
こ
の
種
の
「
透
光
」
現
象
は
、

鏡
面
に
鏡
背
の
文
様
と
対
応
す
る
、
肉
眼
で
は
見
え
な
い
微

観
曲
率
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
線
が
そ
の
微
観
曲
率

を
反
射
中
に
敏
感
に
現
わ
す
と
い
う
も
の
。
研
究
に
よ
れ
ば
、

鏡
面
に
微
観
曲
率
が
で
き
る
の
は
、
鋳
造
過
程
で
厚
い
所
と

薄
い
所
の
冷
却
速
度
の
違
い
が
、
内
応
力
の
違
い
を
生
み
出

す
た
め
で
、
冷
却
後
さ
ら
に
適
当
な
物
理
的
処
理
を
加
え
れ

ば
、
こ
の
不
思
議
な
反
応
を
現
わ
す
。

同
形
の
鏡
は
多
い
が
、
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
透
光
鏡
の
存
在
に
よ
り
、
鏡
が
日
光
を
反
射
さ
せ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
鏡
自
身
が
太
陽
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と

と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
儀
式
に
お
い
て
も
効
果
的

に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

太
陽
は
つ
で
は
な
く
複
数
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
世
界
各
地

に
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
太
陽
は
日
没
と
い
う
「
死
」
の
あ
と
地

下
を
め
ぐ
り
、
日
の
出
と
し
て
「
再
生
」
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

中
国
で
も
湯
谷
で
水
中
に
没
し
た
太
陽
が
扶
桑
の
枝
を
の
ぼ
り
「
再

生
」
す
る
十
日
神
話
と
な
る
。
前
漢
の
馬
王
堆
吊
画
に
は
大
き
な

太
陽
と
扶
桑
の
枝
の
間
に
あ
る
八
つ
の
小
さ
な
太
陽
が
画
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
鏡
背
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
紐
の
部
分
が
大
き
な

太
陽
、
周
り
の
連
弧
や
連
珠
を
生
ま
れ
出
る
前
の
小
さ
な
太
陽
た

ち
と
は
見
な
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
円
弧
は
完
全
な
円
で
は
な
い
。

そ
れ
を
円
（
太
陽
）
の
一
部
が
地
下
に
隠
れ
た
形
と
見
て
、
生
ま
れ

出
よ
う
と
す
る
太
陽
の
象
徴
と
は
見
な
せ
な
い
か
。

戦
国
時
代
の
雲
雷
紋
地
連
弧
紋
鏡
（
図
3
ー

3

冗
39)
）
で
は
鏡
の
辺

縁
に
七
つ
の
円
弧
と
、
そ
の
内
部
に
―
つ
ず
つ
小
円
が
描
か
れ
て

い
る
。
漢
代
の
日
光
連
弧
銘
帯
鏡
（
図
3

ー

4(:;:i
40))

で
は
連
弧
（
八

つ
）
が
内
側
に
入
り
こ
み
、
「
見
日
之
光
、
天
下
大
明
」
と
い
う
銘

文
が
つ
け
ら
れ
る
。
日
光
輩
列
連
畳
草
葉
鏡
（
図
3
-
7
(
:
;
:
:
:
;
)
)

で
は
、

「
見
日
之
光
、
大
陽
」
と
い
う
銘
文
が
あ
る
。
「
大
陽
」
は
「
大
い

に
陽
ら
か
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
「
日
の
光
」
を
陰
陽
思
想
で
解
釈

し
、
「
大
陽
」
と
表
わ
す
こ
と
に
も
繋
が
り
、
「
太
陽
」
に
通
ず
る

語
で
あ
ろ
う
。
日
光
四
花
辮
四
花
葉
鏡
（
図
3
ー

g
(
礼
42
）
)
は
破
砕
さ

れ
た
鏡
で
あ
る
が
‘
「
見
（
下
残
）
大
陽
、
服
者
君
卿
、
所
言
□
口
」

で
、
や
は
り
「
大
陽
」
と
い
う
銘
文
を
持
つ
。
こ
の
鏡
は
連
弧
が

(15) 



六
で
あ
り
、
そ
の
中
に
四
葉
紋
の
乳
と
周
囲
に
八
個
の
連
珠
が

あ
る
模
様
が
あ
わ
せ
て
四
つ
あ
る
。

連
珠
紋

漢
の
昭
明
連
弧
銘
帯
鏡
（
図
3
-
9
(
注
4
3
）
）
で
は
紐
の
周
り
に
―
二

個
の
円
が
連
続
す
る
連
珠
文
を
描
く
。
こ
れ
は
先
の
小
円
が
円
弧

か
ら
離
れ
て
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

し浮
漢
の
合
好
七
乳
禽
獣
鏡
（
図
3
ー

l
O
（注

44)

）
で
は
七
乳
が
描
か
れ

る
。
乳
は
乳
首
に
似
た
突
起
と
い
う
意
味
だ
が
、
連
珠
文
が
、
ば

ら
け
て
小
さ
く
な
り
、
盛
り
あ
が
っ
た
と
も
み
な
せ
る
。
こ
こ
で

は
辺
縁
に
太
陽
（
烏
）
と
（
図
4

ー

l

)

と
月
（
蜘
餘
）
（
図
4

ー

5
)

が
描

か
れ
る
。
陳
氏
六
乳
禽
獣
鏡
（
図
3
ー

l
l
(
i
j

芭
）
も
同
様
に
太
陽
（
鳥
）

（図
4

ー

4
)

と
月
（
蜘
餘
）
（
図
4

ー

5
)

が
あ
る
。
善
銅
七
乳
神
獣
鏡

（図
4

ー

l

l

（
注
4
0
)

）
を
見
れ
ば
、
乳
（
図
4

ー

1

2

)

と
連
珠
文
（
図
4

ー

l

3
)

と
が
、
本
来
、
連
弧
紋
の
鏡
（
太
陽
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
。

烏
と
ハ
ヤ
プ
サ

太
陽
中
の
烏
の
図
は
い
ま
の
と
こ
ろ
馬
王
堆
三
号
墓
の
も
の
が

最
も
古
く
一
号
墓
の
も
の
が
そ
れ
に
継
ぐ
。
こ
こ
で
は
太
陽
の
中

に
鱒
る
黒
い
鳥
が
描
か
れ
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
よ
く
似
た
図
（
図
4
-
3

（
注
4
7
)

）
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
魂
を
あ
ら
わ
す
人
面
鳥
の
バ
ー
で

あ
り
、
ハ
ヤ
プ
サ
の
姿
を
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ハ
ヤ

プ
サ
は
太
陽
神
で
あ
り
、
夜
明
け
に
再
生
す
る
と
い
う
考
え
と
結

び
つ
い
て
い
る
。

蜘
蛉
と
ス
カ
ラ
ベ

月
中
の
蜘
餘
の
図
（
図
4

ー

6
)

も
や
は
り
馬
王
堆
の
二
種
（
図
4
-

9
)

が
最
も
古
い
。
こ
れ
も
エ
ジ
プ
ト
に
よ
く
似
た
図
（
図
4
-
S
C
注
48)

）

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
太
陽
の
中
に
い
る
ス
カ
ラ
ベ
で
あ
る
。
ス
カ

ラ
ベ
も
太
陽
の
復
活
と
関
連
す
る
聖
な
る
虫
で
あ
る
。
蝙
蛉
の
図

は
草
葉
鏡
の
鉦
（
図
4
ー

7
(
注
49
）
)
の
よ
う
な
形
で
展
開
し
て
い
く
。

画
像
石
に
も
月
中
の
蜘
蛉
を
掲
げ
た
図
（
図
4

ー

l
o
冗
50))

が
あ
る

が
、
そ
れ
も
ス
カ
ラ
ベ
に
似
て
い
る
。

芝
草エ

ジ
プ
ト
の
睡
蓮
に
基
づ
く
文
様
で
パ
ル
メ
ッ
ト
文
（
図
4

ー

1

6

)

と
呼
ば
れ
る
。
睡
蓮
の
花
は
夜
は
水
の
中
に
潜
り
、
昼
は
再
び
水

か
ら
顔
を
出
す
。
そ
の
た
め
、
「
死
と
再
生
」
を
あ
ら
わ
す
と
さ
れ
、

こ
の
文
様
は
全
世
界
に
広
ま
り
、
中
央
ア
ジ
ア
に
も
あ
る
（
図
4

ー

l

7
(
注
51
）
)
。
中
国
で
は
蓮
と
習
合
し
て
、
仙
人
の
持
つ
不
死
の
仙
薬
、

芝
草
（
図
4
ー

rn<注
52
）
）
と
さ
れ
た
。
簡
化
博
局
鏡
（
図
4
-
1
9
(
注
53
））

で
は
畳
雲
文
と
さ
れ
る
が
、
八
つ
描
か
れ
て
い
る
。
王
氏
四
神
博

局
鏡
（
図
5
-
1
(
注

54)
）
で
は
羽
人
が
手
に
持
っ
て
い
る
。

四
葉
文
の
鉦

鏡
の
中
央
の
鉦
の
周
囲
は
四
葉
文
（
図
5
ー

3
)

で
飾
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
こ
の
文
様
は
「
葉
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
が
、
じ
つ
は
「
花
」

(16) 



因版3-4漠日光連弧 図版3-3戟国雲雷紋

銘帯鏡銘文見日之光 地連弧紋鏡連弧文、

天下大明同右一注40 連珠『中国銅鏡図典』
→注39—, •一匹.,.. , 
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図版3-6透光錆の原理 同右

働
固版3-2内清阿以昭明鏡 図版3-1見日之光透光鏡

『中葦人民共和国古代青 銘文見日之光天下大明

銅器展』→注38 上海博物館織影 2008.10.21

辻尾榮市氏 一注37

図版3-5透光鏡の背面が映し出される様子
上海博物館 撮影2008.10.21辻尾榮和氏

因版3-9漢昭明連弧銘

帯鏡連弧文、連珠同右
→注43

図版3-8日光四花辮四

花葉競銘文見（下残）

大陽服者君卿所言□口
同右→注42

図版3-11陳

氏六乳禽獣鏡

辺縁に太陽

（＝足烏） と月
(t.l蛉）同右

→注45

図版3-7日光輩列輩層

草葉鏡銘文見日之光
天下大陽『中固銅鏡図
典』→注41

図版3-10合
好七乳禽獣鏡

辺縁に太陽

仁足烏）と月
<i蛉）内区
に四葉文

『中国銅鏡図

典』→注44
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麻ぶ
．`，，， 
図版4-4太陽中の烏
→図版3-11注45

- -ヽ ,m~:,↓ リ ~ l
図版4-3エジプトの太陽と隼

（バー、オシリス）→注47

図版4-8エジプトのスカラベ（太陽の
中）→注65

s 
図版4-12乳の拡大図
同右→注46

~ 

l̀ 

図版4-13連珠文の
拡大図同右→注46

． 
図版4-14内行花文鏡

（連弧文鏡）日本京
都出土『古鏡』→注79

図版4-15太隔型器

「太陽茫紋」と似る。
内行花文鏡に酷似す
る。 『三星堆祭祀坑』
→注78

C 
図版4-2太陽中の 図版4-1太陽中の

烏馬王堆吊画 烏→図版3-10注44
→図版2-2注6

⑱〇
図版4-7月中の蜻蛉 図版4-6月中の蟷蛉 図版4-5月中の蟷蛉
→注64 →図版3-11注45 →図版3-10注44
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版
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中
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(
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図版4-18芝草をもつ
仙人（羽人）芝草の

図はエジプトのPaI met 
文に似ている→注52

図版4-17パジリクの
Pal met文『世界美術
大全集』→注51

図版4-19Palmet文簡化博局鏡
『中国銅鏡図典』→注53
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だ
と
さ
れ
て
い
る
。
駒
井
和
愛
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

細
川
護
立
氏
所
蔵
の
漢
金
蓋
飾
盤
の
内
面
中
央
の
そ
れ
の
如

く
、
大
き
い
品
莱
の
間
に
、
小
さ
い
四
葉
が
表
は
さ
れ
、
八

葉
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

更
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
壽
縣
出
土
鏡
（
図
5
-
4
<
注i
g

)

)

の
あ

る
も
の
の
如

V
、
中
央
の
方
紐
の
周
園
に
八
個
の
葉
状
装
飾

を
施
し
、
ま
た
内
区
に
山
字
文
と
四
葉
文
と
を
配
し
、
し
か

も
そ
の
四
葉
文
と
を
配
し
、
し
か
も
そ
の
四
莱
文
の
う
ち
に

は
長
い
茎
が
附
い
て
ゐ
て
、
之
が
恰
も
水
面
に
咲
き
出
て
ゐ

る
花
を
表
は
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
せ
る
も
の

の
あ
る
事
賞
で
あ
ら
う
。
し
か
も
ま
た
漢
代
の
中
国
人
が
、

か
か
る
四
莱
文
を
以
つ
て
、
華
文
と
稲
し
て
ゐ
た
事
が
文
獣

の
上
か
ら
も
傍
證
さ
れ
る
の
は
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（注
56)0

「
輿
車
皆
羽
蓋
金
華
爪
」

と
み

「
四
葉
文
の
う
ち
に
は
長
い
茎
が
附
い
て
ゐ
て
、
之
が
恰
も
水

面
に
咲
き
出
て
ゐ
る
花
を
表
は
し
た
も
の
」
と
い
う
表
現
は
、
蓮

或
い
は
睡
蓮
の
花
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
な
お
「
華
文
」

は
『
史
記
』
證
栗
志
に
み
え
る
が
、
そ
こ
で
は
「
あ
や
」
「
は
な
や

か
な
文
章
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
駒
井
の
「
中
國
河
南

省
洛
陽
金
村
検
見
の
華
蚤
（
図
5
ー

5(;;:'57)

）
」
は
四
葉
文
が
立
体
化

し
た
も
の
で
あ
る
。

漠
、
察
也
撰
『
獨
断
』
巻
下
に
、

え
る
。
こ
の
「
華
爪
」
は
『
後
漠
書
』
輿
服
志
、
輿
服
上
に
は
「
華

蚤
」
と
み
え
る
。
膵
綜
和
58)
は
「
金
作
華
形
、
葉
皆
低
曲
（
金
も

て
華
の
形
を
作
り
、
茎
皆
な
低
く
曲
が
る
）
」
と
注
釈
を
つ
け
る
。

「
金
華
爪
」
は
、
金
で
茎
の
あ
る
花
の
形
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。

金
色
は
太
陽
の
色
に
み
え
る
。

駒
井
は
「
少
く
と
も
四
葉
文
の
或
る
も
の
が
芙
蓉
和
59)
」
と
、

「
芙
蓉
」
す
な
わ
ち
「
蓮
」
と
み
な
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
建
物

の
装
飾
に
使
用
す
る
意
味
は
、
『
宋
書
』
證
志
「
殿
屋
之
為
員
淵
方

つ
く

井
兼
植
荷
華
者
、
以
厭
火
訂
也
（
殿
屋
の
員
淵
、
方
井
を
為
り
、

兼
ね
て
荷
華
を
植
う
る
は
、
以
て
火
詳
を
厭
す
れ
ば
な
り
）
」
を
引

き
、
「
水
物
で
あ
る
か
ら
（
注
60)

」
と
厭
勝
の
火
災
除
け
と
す
る
。
建

物
や
瓦
に
関
し
て
は
、
そ
の
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
鏡
の

場
合
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
太
陽
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
い
。

鋸
歯
文

商
や
周
の
青
銅
器
の
壷
の
上
部
に
蓮
ま
た
は
睡
蓮
の
花
が
開
く

も
の
が
あ
る
。
そ
の
花
び
ら
の
文
様
が
壷
の
周
り
に
描
か
れ
た
。

花
び
ら
が
し
だ
い
に
小
さ
く
な
り
数
が
多
く
な
っ
て
鋸
の
歯
の
よ

う
に
み
え
た
た
め
、
鋸
歯
文
（
図
5
ー

2
)

と
呼
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
来
、
睡
蓮
の
花
び
ら
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
パ
ル
メ
ッ
ト
文
と
同

の
意
味
を
持
つ
。

博
局
文

博
局
鏡
は
方
格
規
矩
四
神
神
獣
文
鏡
と
も
呼
ば
れ
る
。
規
矩
は

(19) 



規

(
c
o
m
p
a
s
s
)

と
矩
（
定
規
）
だ
が
、
じ
つ
は
伏
義
・
女
禍
が
手

に
持
つ
規
矩
と
は
形
が
異
な
る
。
文
様
が

T
L
V
に
似
る
た
め
、

T
L
V
字
鏡
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
は
外
見
か
ら
の
命
名
で
伏

義
・
女
蝸
と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
。

博
局
鏡
と
い
う
名
称
は
双
六
の
類
で
あ
る
六
博
の
盤
に
似
る
か

ら
で
あ
る
。
六
本
の
箸
（
賽
子
の
役
割
）
を
投
げ
、
白
と
黒

6
個

ず
つ
の
某
（
駒
）
を
動
か
す
遊
戯
で
あ
る
。
孔
子
（
前
五
五
一
＼

四
七
九
）
は
、
「
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
難
突
哉
。
不
有
博
奔
者

乎
、
為
之
猶
賢
乎
已
（
飽
食
す
る
こ
と
終
日
、
心
を
用
う
る
所
無

き
は
、
難
き
か
な
。
博
奔
な
る
者
有
ら
ず
や
、
之
れ
を
為
す
は
猶

お
巳
む
に
賢
れ
り
）
（
『
論
語
』
陽
貨
篇
）
」
と
、
飯
を
腹
一
杯
食

う
だ
け
で
何
も
考
え
な
い
よ
り
は
、
博
突
を
し
て
い
る
方
が
（
頭
を

使
う
だ
け
）
、
ま
だ
ま
し
だ
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
博
奔
は
六
博
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
戦
国
時
代
の
中
山
王
国
か
ら
博
盤
（
図
5
ー

6

（
注
6
1
)
)
が
出
土
し
て
い
る
。
盤
は
方
形
で
蛇
•
龍
・
虎
・
鳳
が
描

か
れ
る
。
博
局
鏡
は
方
形
の
盤
を
円
に
押
し
込
め
、

T
L
V
が
丸

く
な
る
が
、
紐
の
周
囲
は
方
形
が
残
っ
た
。
孔
紆
星
•
劉
一
曼
は
、

「
今
、
銅
鏡
に
み
ら
れ
る
規
矩
文
を
六
博
局
文
と
呼
ぶ
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
用
品
の
銅
鏡
の
背
面
に
、
ど
う
し
て
遊

び
道
具
の
六
博
の
構
図
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
•
こ
れ
に
つ

い
て
の
適
当
な
解
釈
は
な
い
（
注
62)
」
と
六
博
局
文
が
鏡
の
文
様
と

し
て
用
い
ら
れ
る
意
味
に
つ
い
て
は
未
解
決
と
し
て
い
る
。

賽
の
目
は
神
意
を
示
す
も
の
で
盤
上
遊
戯
は
本
来
、
宗
教
的
な

占
い
と
関
わ
る
よ
う
だ
。
エ
ジ
プ
ト
の
遊
戯
盤
に
は
側
面
に
『
死

者
の
書
』
に
似
た
語
が
刻
ま
れ
、
冥
界
に
旅
立
っ
た
死
者
が
迷
わ

ず
進
め
る
よ
う
に
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
『
死
者
の
書
』
は
エ

ジ
プ
ト
の
宗
教
観
を
示
す
書
で
、
地
中
に
降
り
た
死
者
が
審
判
を

受
け
て
、
太
陽
と
共
に
再
生
復
活
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
遊
戯
盤
と
の
関
連
を
み
る
と
、
（
一
）
死
者
を
駒
で
表
し
、
（
二
）

桝
目
は
死
者
の
遍
歴
す
る
路
か
、
（
三
）
あ
る
い
は
太
陽
の
舟
の
進

む
路
、
を
示
し
て
い
る
冗
63)
」
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
盤
上
遊
戯

は
死
者
が
太
陽
と
と
も
に
無
事
に
あ
の
世
に
到
達
で
き
る
か
ど
う

か
を
、
賽
子
な
ど
で
神
意
を
伺
い
な
が
ら
占
う
神
事
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

中
国
の
博
盤
と
類
似
の
も
の
は
エ
ジ
プ
ト
に
は
な
い
。
盤
の
形

は
む
し
ろ
イ
ン
ド
の
古
い
盤
上
遊
戯
で
あ
る
パ
ー
チ
ー
ジ

(
P
a
r
c
h
e
e
s
i
)

に
似
て
い
る
。
こ
れ
は
印
度
双
六
と
よ
ば
れ
、
上

が
り
を
競
う
盤
上
遊
戯
で
あ
る
。
博
盤
に
蛇
が
描
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
同
じ
く
イ
ン
ド
の
盤
上
遊
戯
「
蛇
と
梯
子
(
s
n
a
k
e
s

a
n
d
 

l
a
d
d
e
r
s
)
」
を
想
起
さ
せ
る
。
博
盤
が
も
し
エ
ジ
プ
ト
の
盤
上
遊
戯

と
同
様
の
意
味
を
持
つ
な
ら
ば
、
博
盤
や
そ
れ
を
象
っ
た
博
局
文

の
鏡
が
副
葬
さ
れ
る
意
味
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ

は
死
者
が
あ
の
世
に
到
達
で
き
る
か
ど
う
か
を
神
に
占
う
道
具
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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鉦
と
聖
甲
晶

「
母
忘
博
局
封
稲
連
畳
草
葉
鏡
」
の
紐
は
動
物
の
形
（
図
4
-
7

（注

64)
）
で
あ
る
。
「
伏
蝶
紐
」
と
さ
れ
、
四
足
の
動
物
に
み
え
る
が
、

蜘
餘
に
も
見
え
、
そ
れ
は
ま
た
エ
ジ
プ
ト
の
ス
カ
ラ
ベ

(scarab)

の
よ
う
に
見
え
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
ス
カ
ラ
ベ
は
太
陽
を
昇
ら
せ
る

虫
で
あ
り
、
太
陽
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
4

ー

g
(
注
65
）
）
こ
と
が
多

、。し西
王
母

西
王
母
は
仙
界
の
領
袖
で
あ
る
女
仙
。
仙
界
は
死
者
の
世
界
で

も
あ
る
。
前
漢
末
の
哀
帝
の
時
に
西
王
母
を
祀
る
と
不
死
と
な
る

と
い
う
信
仰
が
お
こ
り
、
そ
の
後
、
鏡
の
文
様
に
登
場
し
た
。
新

の
王
葬
の
時
の
禽
獣
博
局
鏡
（
図
5
ー

g
(
注
66
）
)
に
初
期
の
西
王
母
（
図

5
ー

l

o

)

が
み
え
る
。
東
王
父
は
ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
。
エ
ジ
プ

ト
の
腿
除
け
の
神
で
冥
界
に
住
む
ベ
ス
(
B
e
t
h
)

が
そ
の
前
身
で
あ

る
と
い
う
説
も
あ
る
和
67)°

ベ
ス
は
死
者
が
冥
界
で
通
り
抜
け
ね

ば
な
ら
な
い
関
門
に
い
る
神
で
、
閻
魔
大
王
に
よ
く
似
た
働
き
を

し
て
い
る
。
西
王
母
が
博
盤
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
本
来
、

ベ
ス
と
同
様
に
、
死
者
が
そ
こ
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
元
興
元
年
（
一

0
五
）
環
状
乳
神
獣
鏡
で
は
東
王
父
と
一
対
で
描
か
れ
、
銘
文
に

も
「
寿
如
東
王
父
西
王
母
（
寿
は
東
王
父
、
西
王
母
の
如
し
）
」

と
、
長
生
き
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

唐
代
以
降
の
鏡

八
出
葵
花
形
（
八
花
鏡
）
（
図
5
ー

s<注
68
）
）
は
正
円
で
は
な
い
。

円
か
ら
八
つ
の
円
弧
が
外
に
飛
び
出
し
、
連
弧
紋
が
外
に
向
い
た

形
で
あ
る
。
先
が
花
弁
の
よ
う
に
突
出
し
た
も
の
を
八
辮
菱
花
形

（
八
稜
鏡
）
と
い
う
。
瑞
獣
葡
萄
鏡
（
海
獣
葡
萄
鏡
）
は
円
形
が

多
く
、
瑞
獣
と
葡
萄
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
宋
代
に
な
っ
て

柄
鏡
が
現
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
主
流
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

七
、
日
本
の
鏡

日
本
の
神
話
の
鏡

日
本
の
鏡
も
太
陽
と
関
連
が
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
、
神

代
上
で
は
、

伊
眸
諾
尊
日
、
吾
欲
生
御
宙
之
珍
子
、
乃
以
左
手
持
白
銅
鏡
、

則
有
化
出
之
神
、
是
謂
大
日
璽
尊
。
右
手
持
白
銅
鏡
、
則
有
化

い

さ

な

さ

み

こ

と

・

の

め

の

し

た

し

ら

す

出
之
神
、
是
謂
月
弓
尊
。
（
伊
眸
諾
の
尊
曰
く
、
吾
れ
御
宙

よ
す
な

D
か
が
み

う
ず
み
こ

の
珍
子
を
生
ま
ん
と
欲
す
。
乃
ち
左
手
を
以
て
白
銅
鏡
を
持

お

お

ひ

る

め

て
ば
、
則
ち
化
出
の
神
有
り
。
是
れ
を
大
日
霊
尊
と
謂
う
。

右
手
に
白
銅
鏡
を
持
て
ば
、
則
ち
化
出
の
神
有
り
。
是
れ
を

つ
き
ゆ
み

月
弓
の
尊
と
謂
う
）

と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
伊
眸
諾
尊
（
男
神
）
が
左
手
に
白
銅
鏡
を

お
お
ひ
る
め
の
”
こ
と

持
っ
て
作
り
出
し
た
の
が
、
大
日
璽
尊
と
い
う
。
日
神
つ
ま
り
太
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図版5-2鋸歯文同右
→注52

図版5-5四葉文は葉で

はなく花同上→注55
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洛
裳
rfri

伶
虻
ご
玉

゜ ぎ
図版5-7芝草をもつ仙人（羽人）

『中国銅鏡図典』→注52

図版5-5 葦蚤上から

見れば四葉文河南省

洛陽金村出土 同上

→注57

羹——---
G、~二》

図版5-10西王母博局鏡に始

めて西王母の固像があらわれ

る同右→注64

J逆 皿｀ヽ

図版5-9漢禽獣博局競

『中国銅鏡図典』→注66

図版5-6 博盤（加筆）

『中山王国文物展』

→注61

図版5-8唐双獣双鳥饒

花枝鏡連弧文が内部か

ら外面に出た形を八つ

の花弁に見立てて八花鏡

と呼ぶ。 『中国銅鏡図
典』→注68
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つ
き
ゆ
み

陽
神
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
月
神
、
月
弓
の
尊
も
作
り
出
さ
れ
た
。

廣
瀬
都
巽
は
、
大
日
霊
尊
を
天
照
大
神
と
す
る
在
6
9
)
0

天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
隠
れ
た
時
に
「
鏡
を
作
ら
せ
た
」
と

い
う
『
古
事
記
』
の
記
事
が
あ
る
。
『
古
語
拾
遺
』
は
そ
の
注
釈
の

よ
う
に
み
え
る
。

於
是
従
思
兼
神
議
令
石
凝
姥
神
鱗
日
像
之
鏡
、
初
度
所
鋳
少

不
合
意
（
是
紀
伊
國
日
前
神
也
）
次
度
所
鋳
其
状
美
麗
（
是
伊
勢

い
し
こ
り
ど
め
の
か
み

太
神
也
）
（
是
に
於
て
思
兼
神
議
に
従
い
石
凝
姥
神
を
し
て
日

像
之
鏡
を
鋳
し
め
、
初
め
て
鋳
る
所
を
度
る
に
少
し
く
意
に

合
わ
ず
（
是
れ
紀
伊
の
國
の
日
前
の
神
な
り
）
次
に
鋳
る
所
を

度
る
に
其
の
状
美
麗
（
是
れ
伊
勢
の
太
神
な
り
）
）

こ
れ
ら
の
鏡
は
「
日
像
之
鏡
」
と
呼
ば
れ
、
太
陽
を
象
る
。
初

鋳
の
鏡
は
鋳
上
が
り
が
悪
く
、
紀
伊
の
「
日
前
神
」
と
さ
れ
る
。

第
二
番
目
に
作
っ
た
の
を
伊
勢
太
神
と
い
う
。
天
照
大
神
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
三
年
（
紀
元
前
二
七
年
と
さ
れ
る
が

疑
問
）
に
新
羅
の
使
者
が
将
来
し
た
鏡
の
こ
と
を
「
日
鏡
」
と
呼

ん
で
い
る
。
日
本
の
古
典
の
中
で
は
鏡
と
太
陽
の
関
係
は
明
白
だ

が
、
そ
れ
は
日
本
独
自
の
も
の
で
は
無
く
、
本
来
、
中
国
の
鏡
が

そ
う
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

鈴
鏡

『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
五
二
年
（
三
七
二
年
と
さ
れ
る
が
疑

問
）
九
月
に
、
百
済
の
使
が
、
七
枝
刀
一
口
と
七
子
鏡
面
を
献

上
し
た
（
注
70)
、
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
七
子
鏡
は
外
側
に
鈴
の
つ

い
た
鈴
鏡
を
想
起
さ
せ
る
。
鈴
の
数
に
よ
り
四

S
八
鈴
鏡
と
呼
ば

れ
る
。
こ
の
七
子
鏡
は
七
鈴
鏡
（
図
6
ー

l(ft71)
）
で
は
な
い
か
。
鈴

の
形
は
連
珠
文
が
外
に
飛
び
出
し
て
立
体
化
し
た
も
の
に
み
え
る
。

こ
れ
は
、
た
と
え
ば
光
耀
七
乳
四
神
鏡
（
図
6
ー

z<汁
72
）
)
の
乳
が
鈴

に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
鈴
は
半
球
形
の
鉦
と
も
よ

く
似
て
い
る
が
、
鈴
の
―
つ
ひ
と
つ
を
、
地
中
を
潜
行
し
、
扶
桑

の
枝
を
昇
る
太
陽
の
菅
と
は
み
な
せ
な
い
か
。

扶
桑
樹
の
原
形
と
さ
れ
る
三
星
堆
の
神
樹
に
は
花
弁
形
の
鈴
が

つ
く
。
萩
原
秀
三
郎
氏
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

太
陽
が
出
て
く
る
扶
木
の
下
の
湯
谷
と
は
何
か
。
東
西
の
果

て
を
結
ぶ
地
底
に
は
太
陽
の
く
ぐ
り
抜
け
る
水
脈
が
あ
っ
て

湯
谷
と
い
い
、
太
陽
が
湯
浴
み
し
、
ほ
と
ぼ
り
を
さ
ま
す
と

こ
ろ
な
の
で
す
。
巨
大
神
樹
の
根
方
の
蛇
は
水
脈
を
あ
ら
わ

す
と
も
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
『
淮
南
子
』
地
形
訓
で
は
、
若
木
は
建
木
の
西
に

あ
っ
て
、
若
木
の
端
に
一

0
個
の
日
が
あ
る
。
そ
の
有
様
は

蓮
の
花
の
如
く
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
星
堆
の
巨

大
神
樹
の
笛
は
、
『
淮
南
子
』
で
い
う
蓮
の
花
で
あ
り
、
実
は

太
陽
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

扶
桑
に
は
日
が
そ
れ
を
伝
わ
っ
て
「
登
る
」
と
書
い
て
あ
り
、
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若
木
は
赤
い
樹
で
あ
り
、
赤
い
花
を
つ
け
て
い
る
と
表
現
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
東
西
の
巨
木
は
太
陽
が
昇
降
す

る
木
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
(
:
•
中
略
）

図
A

（図
6
ー

3
)

は
、
三
星
堆
出
土
の
花
弁
形
鈴
で
、
菅
が

開
き
は
じ
め
た
ば
か
り
の
花
の
姿
を
し
た
鈴
な
の
で
す
。
上

部
の
花
托
の
部
分
に
は
紐
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
四

枚
の
花
弁
の
中
に
花
芯
を
あ
ら
わ
す
舌
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
図
と
図

B

（図
6
-
4
)

の
図
を
見
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

図
B
の
神
鳥
は
花
の
蕃
を
掴
ん
で
立
っ
て
い
ま
す
が
、
蓄
の

部
分
は
図

C

（図
6
-
5
)

の
2
の
神
樹
の
鳥
が
立
つ
董
と
も
、

こ
の
図

A
の
董
と
も
そ
っ
く
り
な
造
形
で
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
花
弁
は
太
陽
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
す
。
三
星
堆
出
上

の
鈴
に
は
、
花
弁
形
鈴
の
ほ
か
、
鳥
形
鈴
、
獣
面
鈴
、
鐸
形

の
鈴
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
（
注
7
3
)
o
(
※
図

A
.
B
.
C
の

記
号
は
付
け
替
え
た
）

氏
は
青
銅
製
の
巨
樹
（
注
74)
を
扶
桑
神
話
と
結
び
つ
け
、
『
淮
南
子
』

の
記
述
か
ら
、
赤
い
蓮
の
花
を
太
陽
と
み
な
し
、
菅
が
「
鈴
」
の

形
を
し
て
い
る
事
に
着
目
す
る
。
三
星
堆
の
「
鈴
」
と
対
比
す
れ

ば
日
本
の
鈴
鏡
の
「
鈴
」
も
ま
た
太
陽
の
象
徴
と
み
な
し
う
る
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
三
星
堆
に
は
「
太
陽
輪
（
図
2
ー

4
)

」
と
呼
ば

れ
る
銅
製
の
輪
が
あ
り
、
ま
た
太
陽
と
み
な
せ
る
図
案
の
つ
い
た

園
形
銅
桂
飾
（
図
6
-
7
<
注
75
）
)
も
あ
る
。
扶
桑
と
太
陽
の
花
と
鳥
及

び
そ
れ
を
射
よ
う
と
す
る
観
の
図
は
曽
侯
乙
墓
の
漆
図
（
図
6
-
6

（礼
76))

に
も
見
え
、
類
似
の
図
は
博
山
炉
（
図
6
ー

8

在
包
）
に
も
見

え
、
画
像
石
に
も
数
多
く
あ
る
。

内
行
花
文
鏡
•
三
角
縁
神
獣
鏡

内
行
花
文
鏡
に
よ
く
似
た
文
様
は
す
で
に
三
星
堆
に
あ
る
（
図

版
4
ー

1
5
<

注
78
）
）
。
太
陽
型
器
と
さ
れ
る
器
に
描
か
れ
る
も
の
で
、
こ

れ
は
神
殿
の
蓋
屋
に
描
か
れ
る
「
太
陽
芭
紋
」
と
似
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
弧
が
七
つ
あ
る
。
三
星
堆
の
銅
の
怪
獣
の
耳
に
も
同
様
の

文
様
が
あ
る
が
、
弧
は
六
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
行
花
文
鏡
の
文

様
に
酷
似
し
て
い
る
。
太
陽
の
光
芭
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
み
な

せ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
連
弧
の
部
分
が
半
ば
隠
れ
た
太
陽
に

も
み
え
る
。
内
行
花
文
鏡
は
後
漢
に
多
い
鏡
だ
が
、
日
本
に
も
伝

わ
っ
て
い
る
（
図
4

ー

1
4
<
注
79)
）
。
博
局
鏡
に
表
さ
れ
た
西
王
母
は
、

三
角
縁
神
獣
鏡
で
東
王
父
と
一
対
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『
三

国
志
』
魏
書
三
十
、
景
初
二
年
（
二
三
八
）
に
、
魏
が
銅
鏡
百
枚

を
卑
弥
呼
に
贈
っ
た
と
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
の
三
角
縁
神
獣
鏡
と

結
び
つ
け
ら
れ
た
。
辺
縁
の
断
面
が
三
角
の
た
め
、
三
角
縁
と
呼

ば
れ
る
。
中
国
で
出
土
し
な
い
こ
と
、
出
土
枚
数
が
一

0
0
枚
を

大
幅
に
超
え
る
こ
と
か
ら
、
中
国
製
或
い
は
日
本
製
と
い
う
議
論

が
お
こ
り
、
中
国
の
エ
人
が
日
本
で
作
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

大
半
が
九
寸
以
上
の
大
鏡
で
あ
る
。
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図A

図版6-3三星堆出土

の花弁形鈴→注73

図C

図版6-5三星堆出土

神樹の鳥が立つ苦

鈴と太陽は関連→注73
図版6-4三星堆出土
の花弁形鈴→注73

図版6-2光耀七乳四神競

『中国銅鏡図典』→注72

図版6-7円形銅桂飾

円形銅桂飾の図案は
太陽かもしれない

『三星堆祭祀坑』
→注75

図版6-1七鈴鏡七鈴鏡の

七箇の鈴は鏡かもしれず、
太陽かもしれない。光耀
七乳四神鏡 『古鏡』→注71

I
 

~
 

図版6-6扶桑太陽の花弓を構える人

『曽侯乙墓特別展』→注76

図版6-10拡大固左
図版6-9拡大図右

図版6-8博山炉扶桑と弓を構
える人『フリーア美術館』→注77
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左
右
が
逆
に
見
え
る
、
太
陽
光
を
反
射
す
る
、
太
陽
か
ら
火
を

起
こ
す
等
々
の
古
人
に
と
っ
て
不
可
思
議
な
力
に
よ
り
、
鏡
に
は

思
想
的
意
味
が
付
与
さ
れ
た
。
九
寸
以
上
の
鏡
に
は
悪
霊
の
真
の

姿
が
映
し
出
さ
れ
る
と
『
抱
朴
子
』
は
説
く
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
鏡
は
辟
邪
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
私

自
身
も
同
様
の
考
察
を
加
え
て
い
る
（
注
80)
。
日
本
の
古
墳
に
副
葬

さ
れ
る
三
角
縁
神
獣
鏡
に
関
し
て
、
菅
谷
文
則
氏
は
「
九
寸
以
上

の
鏡
」
に
着
目
し
、
辟
邪
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
和
81)
。
そ
の

通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鏡
背
に
は
太
陽
と
関
連
す
る
文
様
や

銘
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
何
よ
り
も
円
形
の
鏡
そ
の
も
の

が
太
陽
の
形
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
鏡
自
体
に
太
陽
信
仰
の
持
つ
復

活
再
生
観
念
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
中
国
に
限
ら
ず
、

古
代
の
死
生
観
は
、
死
者
が
復
活
再
生
し
、
あ
の
世
で
暮
ら
す
と

想
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
鏡
を
副
葬
す
る
基
本
的
な
理
由
の
一

つ
に
死
者
を
復
活
再
生
さ
せ
た
い
、
と
い
う
目
的
を
あ
げ
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
『
大
英
博
物
館
古
代
エ
ジ
プ
ト
展
』
朝
日
新
聞
社
、
N
H
K
編
、

注 お
わ
り
に

一
九
九
九
、
四
五
頁
、
新
王
国
時
代
、
十
八
王
朝
初
期
、
前
一
五
〇

0
年
頃
、
高
二
三
．
五

em
、
鏡
面
最
大
径
一
三
．
ニ
Cm

、
一
八
七
頁
、

(
2
)

イ
ア
ン
・
シ
ョ
ー
、
ポ
ー
ル
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
著
、
内
田
杉
彦
訳
『
大

英
博
物
館
古
代
エ
ジ
プ
ト
百
科
事
典
』
原
書
房
、
一
九
九
七
、
一
―

一
頁
、
鏡

(
3
)

七
角
星
紋
鏡
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
図
形
は
太
陽
で
は
？
孔
群
星

『
中
国
銅
鏡
図
典
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
二
、
一
頁

(
4
)

高
倉
洋
彰
他
訳
『
図
説
中
国
古
代
銅
鏡
史
』
中
国
書
店
、
一
九

九
一
、
七
四
頁
、
銅
華
連
弧
文
鏡
の
銘
文
の
一
例
と
し
て
紹
介
さ
れ

る。

(
5
)

解
説
末
永
雅
雄
、
杉
本
憲
司
編
訳
『
徐
乃
昌
蔵
中
国
古
鏡
拓
影
』

第
二
分
冊
、
木
耳
社
、
一
九
八
四
、
一
―
八
頁

(
6
)
『
長
沙
馬
王
堆
―
琥
漢
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
三

(
7
)

ア
ロ
イ
ス
・
リ
イ
グ
ル
著
、
長
広
敏
雄
訳
『
美
術
様
式
論
装
飾
史

の
基
本
問
題
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四
二

(
8
)
『
世
界
美
術
大
全
集
』
一
五
、
中
央
ア
ジ
ア
、
小
学
館
、
一
九
九
二
、

三
八
頁

(
9
)

日
本
に
あ
る
内
行
花
文
鏡
と
十
日
信
仰
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
も

の
が
あ
る
。

h
t
t
p
:
/
/
b
l
o
g
s
.
d
i
o
n
.
n
e
.
j
p
/
p
e
n
t
a
c
r
o
s
s
/
宝
賀
寿
男
「
隅
田
八

幡
鏡
銘
文
に
つ
い
て
の
補
論
と
関
係
諸
論
」
（
『
古
代
史
の
海
』
第
五

二
号
）
に
「
「
日
十
」
と
は
「
十
個
の
太
陽
」
の
意
義
で
、
そ
の
住
処

解
説
四
四
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講

た
る
扶
桑
の
樹
」
と
み
え
る
。

(10)
『
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
三

0
0
0
年
の
世
界
』
京
都
文
化
博
物
館
、

二
0
0
五
、
図
版
七
六
の
解
説
。
柄
付
き
鏡

国
時
代
高
さ
二
五
．

ooem、
幅
―
四
．

館

(11)
前
掲
『
大
英
博
物
館
古
代
エ
ジ
プ
ト
展
』
解
説
四
四

(12)
第
―
二
王
朝
の
壁
画
上
の
ア
ン
ク
。
『
エ
ジ
プ
ト
の
秘
賓
』

1

談
社
、
一
〇
八
頁

(13)
前
掲
『
大
英
博
物
館
古
代
エ
ジ
プ
ト
展
』
六
五
頁
、
末
期
王
朝
時

代
、
前
六

0
0
年
以
降
、

M
i
r
r
o
r
w
i
t
h
 H
a
t
h
o
r
 h
e
a
d
 

(14)

龍
耳
鑑
（
春
秋
時
代
）
高
さ
三
八

em、
口
径
七
七

em、
膵
旦
問
他

編
『
商
周
銅
器
』
國
立
歴
史
博
物
館
、
一
九
六

O
、
八
五
頁

(15)
徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
九
、
九
三

0
頁
、
監
、
三
期
侠
九
三
二

(16)
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
一
六
一
頁

(17)
火
を
取
る
凹
面
鏡
、
径
七
c
m
、
ぶ
ら
さ
げ
ら
れ
る
。
堀
暁
他
編
『
北

方
騎
馬
民
族
の
黄
金
マ
ス
ク
展
』
旭
通
信
社
、
一
九
九
六
、
九
一
頁

(18)
北
朝
鮮
平
安
南
道
中
和
郡
出
土
、
多
鉦
鏡
、
樋
口
隆
康
『
古
鏡
』

新
潮
社
、
七
八
頁

(19)
拙
稿
「
救
日
祭
祀
と
十
日
神
話
」
、
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
紀
要

4
号
、
二

0
0
九
年
三
月
に
お
い
て
、
こ
の
内
容
を
も

う
少
し
詳
し
く
考
察
し
た
。

B
r
o
n
z
e
m
i
r
r
o
r
 

-oem、
下
関
市
立
美
術

新
王

印
章

二
号
、

(20)

民
族
藝
術
学
会
編
「
民
族
藝
術
」
講
談
社
、
第

六

(21)
『
神
話
祭
祀
与
長
江
文
明
』
文
物
出
版
社
、
二

0
0
二、

頁
、
二
号
祭
祀
坑

I
号
大
型
銅
神
樹

(22)

三
星
堆
研
究
院
・
三
星
堆
博
物
館
編
『
三
星
堆
研
究
』
第
一
輯
‘

天
地
出
版
社
、
二

0
0
六
、
一
四
頁

(23)
拙
稿
「
中
国
の
死
生
観
に
外
国
の
図
像
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性

に
つ
い
て
ー
馬
王
堆
吊
画
を
例
と
し
て
」
『
東
方
宗
教
』
第
五
十
四
号
、

日
本
道
教
学
会
、
二

0
0七
を
参
照
。

(24)
杉
本
直
治
郎
・
御
手
洗
勝
「
古
代
中
國
に
お
け
る
太
陽
説
話
特

に
扶
桑
偲
説
に
つ
い
て
」
『
民
族
學
研
究
』
、
日
本
文
化
人
類
学
会
、

V

ol.

―
五
、

No.
三
I

四
、
三

0
四

I
三
二
七
頁

(25)
谷
川
健
一
他
『
太
陽
と
月
古
代
人
の
宇
宙
観
と
死
生
観
』
小
学

館
、
一
九
八
三

(26)
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
一
頁

(27)
『
古
鏡
』
新
潮
社
、
一
九
七
九
、
二
六
頁

(28)
長
さ
八
．
四

em、
厚
さ

o・
三

em、
岡
村
秀
典
他
『
世
界
美
術
大

全
集
東
洋
編
先
史
・
商
・
周
』
小
学
館
、
二

0
0
0、
二
八

(29)
松
村
一
男
、
渡
辺
和
子
編
『
太
陽
神
の
研
究
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の

太
陽
神
と
そ
の
図
像
』
リ
ト
ン
、
二

0
0
二、

K
gsites
王
朝
時
代

（
公
元
前
―
二
世
紀
）
的
境
界
石
及
び

A
k
k
a
d

王
朝
時
代
的
円
筒

七
七

九
九

(27) 



(30)

同
上
、

A
k
k
a
d
王
朝
の

N
a
r
a
m
s
i
n
 

(
在
位
公
元
前
二
二
五
四
＼

二
―
八
）
の
戦
勝
紀
念
碑

(31)
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
二
七
六
頁
、
尚
方
四
神
博
局
鏡
他
多
数

(32)
前
掲
『
古
鏡
』
三
七
二
頁
、
鏡
銘
分
類
表

(33)
器
禾
四
年
六
月
鏡
（
呉
、
二
三
五
年
）
、
銘
文
の
全
文
は
「
嘉
禾
四

年
六
月
命
作
吾
作
明
党
服
者
萬
年
□
年
子
孫
仙
党
宜
用
之
長
口

□
□
有
朱
鳥
武
」
。
五
島
美
術
館
蔵
。
前
掲
『
古
鏡
』
ニ
ニ
四
頁

(34)
妻
形
四
葉
獣
首
鏡
、
広
東
連
縣
出
土
、
東
晉
時
期
、
前
掲
『
中
国

銅
鏡
図
典
』
三
七
九
頁
。
こ
の
銘
文
は
多
数
。

(35)
上
大
山
禽
獣
博
局
鏡
、
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
二
九
八
頁

(36)
解
説
末
永
雅
雄
、
杉
本
憲
司
編
訳
、
木
耳
社
、
一
九
八
四

(37) 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
z
g
y
b
s
f
.
c
o
m
/
Z
G
W
X
/
l
 7
9
8
.
h
t
m
、
銘
文
は
見
日
之
光
、

天
下
大
明

(38)
『
中
華
人
民
共
和
国
古
代
青
銅
器
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
、

六‘

1
0
―
頁
「
内
清
質
以
昭
明
」
透
光
鏡
前
漢
（
西
漢
）

(39)
径
一
九

cm
、
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
一
三
五
頁

(40)
透
光
鏡
に
似
る
。
同
ニ
ニ
七
頁

(41)

同
一
九
九
頁

(42)

同
一
八
五
頁

(43)

同
二
三

0
頁

(44)

同
三
六
五
頁

(45)

同
三
四

0
頁

九
七

(
4
6
)
同
三
五
七
頁

(47)
杉
勇
編
『
エ
ジ
プ
ト
美
術
』
、
学
習
研
究
社
、
一
九
七
二
、
九
九
、

二
九
〇
頁
、
魂
を
迎
え
る
2
女
神
。
「
こ
こ
で
は
バ
ー
の
姿
は
、
復
活

し
て
オ
シ
リ
ス
と
な
っ
た
故
王
を
あ
ら
わ
す
た
め
牡
羊
頭
の
鳥
と
な

っ
て
い
る
。
の
ぼ
る
太
陽
の
中
に
描
か
れ
た
バ
ー
は
魂
の
復
活
を
あ

ら
わ
し
：
．
」
と
さ
れ
て
い
る
。

(
4
8
)
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
ベ
ル
リ
ン
国
立
博
物
館
（
ボ
ー
デ
博
物
館
）
蔵

＼
東
京
国
立
博
物
館
五
四
編
『
大
エ
ジ
プ
ト
展
』
日
本
テ
レ
ビ

放
送
網
、
一
九
八
八
、
ニ
―

0
頁
、
ネ
フ
ェ
ル
イ
ニ
の
『
死
者
の
書
』

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
時
代
、
紀
元
前
四
＼
一
世
紀

(
4
9
)
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
二

0
三
頁
、
母
忘
博
局
対
称
連
畳
草
葉

鏡
の
紐
。

(50)
『
四
川
漠
画
像
碑
』
、
四
川
美
術
出
版
社
、
二

0
0
六
、
一
九
八
頁
、

女
蝸
画
像
碑
、
後
漠

(51)

田
辺
勝
美
、
前
田
耕
作
責
任
編
集
『
中
央
ア
ジ
ア
』
小
学
館
、
一

九
九
九
、
世
界
美
術
大
全
集
、
東
洋
編
第
15
巻
、
三
二
頁

(
5
2
)
湯
池
主
編
『
中
國
粛
像
石
全
集
』

5
、
映
西
、
山
西
漢
班
像
石
、

山
東
美
術
出
版
社
、

0
0
0
、
山
西
勲
林
古
城
灘
墓
門
右
立
柱
驚

一
九
五
―
―

図
版
四
の
二

像

(53)
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
三
二
七
頁
、
湖
南
長
沙
東
漢
中
期
墓

(54)

同
二
七
―
頁

(
5
5
)
『
中
國
古
鏡
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

(28) 



(67)
重
信
あ
ゆ
み
「
古
代
中
国
に
お
け
る
外
国
ー
エ
ジ
プ
ト
の
神
、
ベ

ス
神
の
影
響
ー
」
阪
神
中
哲
談
話
会
第
三
七
九
回
発
表
資
料
参
照

(68)
同
五
三
六
頁
。
唐
、
獣
双
鳥
饒
花
枝
鏡

(69)
考
古
学
講
座
、
第
二
巻
『
和
鏡
』
雄
山
閣
、

一
九
二
八

二
頁

(56)
同
八
二
頁

(57)

同
八
三
頁

(58)

三
国
呉
の
人
、
赤
烏
（
二
三
八

I
二
五
一
）
中
に
太
子
少
保
。

(59)
前
掲
『
中
國
古
鏡
の
研
究
』
八
四
頁

(60)

同
上

(61)
東
京
国
立
博
物
館
他
編
『
中
山
王
国
文
物
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
八
一
、
図
版
四
四
石
製
六
博
棋
盤
お
よ
び
そ
の
拓
本

(62)
前
掲
『
図
説
中
国
古
代
銅
鏡
史
』
八
八
頁

(63)

増
川
宏
一
『
盤
上
遊
戯
』
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
、
九
〇

頁

(64)
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
二

0
三
頁
、
四
川
成
都
出
土
。
紐
は
亀
、

獅
子
（
唐
）
な
ど
に
変
化
し
て
い
く
。

(65)
前
掲
拙
稿
「
中
国
の
死
生
観
に
外
国
の
図
像
が
影
響
を
与
え
た
可

能
性
に
つ
い
て
ー
馬
王
堆
吊
画
を
例
と
し
て
」
に
お
い
て
、
月
中
の

嗚
蛉
と
さ
れ
る
図
が
エ
ジ
プ
ト
の
太
陽
中
の
聖
甲
晶
に
類
似
す
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

(66)

前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
三

0
三
頁
、
江
蘇
揚
州
王
葬
時
期
墓
出

土

九

0
1

(70)
獣
七
枝
刀
―
口
、
七
子
鏡
一
面

(71)
前
掲
『
古
鏡
』
三
四

0
頁
。
鈴
の
意
味
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。

(
7
2
)
前
掲
『
中
国
銅
鏡
図
典
』
三
五
九
頁

(73)

萩
原
秀
三
郎
「
中
国
の
「
柱
立
て
」
と
太
陽
信
仰
」
、
諏
訪
春
雄
編

『
巨
木
と
鳥
竿
』
勉
誠
出
版
、
、
遊
学
叢
書
一
六
、
二
九

＼
三

0
頁

(74)

安
田
喜
憲
主
編
『
神
話
祭
祀
与
長
江
文
明
』
文
物
出
版
社
、

0
ニ

(75)
前
掲
『
三
星
堆
祭
祀
坑
』
三

0
0
頁

(76)
東
京
国
立
博
物
館
編
『
曽
侯
乙
墓

一
九
九
二

特
別
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
、

0
0
 一

九
七
一
、

ニ
O

四
頁
、
博
山

(77)
『
フ
リ
ー
ア
美
術
館
』
一
、
講
談
社
、

香
炉
、
周
時
代
末
＼
漢
時
代
初
め

(78)
四
川
省
文
物
出
版
社
研
究
所
編
『
三
星
堆
祭
祀
坑
』
文
物
出
版
社
、

二
0
0
二
、
三

0
0
頁

(79)

前
掲
『
古
鏡
』
図
録

68

長
岡
京
市
長
法
寺
南
原
古
墳
東
京
国
立

博
物
館

(80)
拙
著
『
魂
の
あ
り
か
』
角
川
書
店
、
二

0
0
0
、
五
九
＼
六

0
頁

(81)
『

日

本

人

と

鏡

』

同

朋

舎

出

版

、

一

九

九

一

、

九

二

頁

の
内
容
を
要
約
。

※
拙
稿
は
二

0
0
八
年
一

0
月
二
五
日
に
窒
濁
台
南
市
致
遠
管
理
学
院
で

(29) 



開
か
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
学
術
研
討
会
ー
東
ア
ジ
ア
文
化

の
発
生
・
変
遷
・
交
流
ー
」
に
お
い
て
「
鏡
輿
太
陽
信
仰
ー
従
東
亜
的

鏡
的
圏
案
談
起
ー
」
と
い
う
題
目
で
発
表
し
た
内
容
（
参
加
者
に
配
布

さ
れ
た
予
稿
集
に
収
録
）
に
も
と
づ
く
。
拙
稿
は
そ
の
内
容
か
ら
中
国

語
の
要
旨
を
省
略
し
、
漢
文
の
訓
読
を
補
い
、
地
名
等
の
中
国
語
表
記

を
日
本
語
に
な
お
し
た
ほ
か
、
若
干
の
加
筆
修
正
を
し
て
い
る
。
ま
た

拙
稿
の
内
容
の
一
部
は
『
日
本
文
化
の
か
た
ち
百
科
』
（
宮
崎
興
二
編
、

丸
善
、
二

0
0
八
年
―
二
月
一
五
日
発
行
）
、
四
七
四
＼
八
一
頁
に
「
中

国
の
鏡
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

※
中
国
語
の
レ
ジ
ュ
メ
ヘ
の
翻
訳
に
当
た
っ
て
は
顧
春
芳
氏
の
お
手
を
煩

わ
せ
た
。
感
謝
し
た
い
。

※
本
稿
は
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
翌
補
助
金
、
基
盤
研
究

(
C
)

「
中
國

に
お
け
る
太
陽
と
ロ
ー
タ
ス
と
鳥
の
圏
像
的
イ
メ
ー
ジ
と
神
仙
思
想
」

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(30) 




